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臨時会　定例会

一般会計予算
1億5千313万7千円を増額補正

令和2年第4回定例会が12月4日から16日までの会期
で開催され、「川辺町と美濃加茂市との定住自立圏の形成
に関する協定を変更することについて」をはじめ、条例の
制定案件1件、条例の一部改正案件3件、令和2年度各会計
の補正予算案件が審議され、いずれも可決されました。

最終日16日には、発議１件が追加上程され、原案の
とおり可決されました。

第2回臨時会が11月30日に開催されました。
報告１件、令和2年度川辺町水道事業会計補正

予算の専決補正1件、人事院勧告に準拠して川辺
町職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例、令和2年度一般会計ほか3件の特別会計補正
予算が承認・可決されました。

「人事院の給与勧告」とは？?
職員に対し、社会一般の情勢に適応した適正な給与を確保するため、国家

公務員の給与水準を民間企業従業員の給与水準と均等させること（民間準拠）
を基本に勧告を行っています。

地方公務員の給与も原則、これに沿って変更されます。

第
4
回
定
例
会 【
12
月
定
例
会
議
】

第
２
回
臨
時
会 
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定例会

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、「
生
き
た
英
語
」を

生
徒
た
ち
に
学
ば
せ
る
た
め
、
小

中
学
校
に
派
遣
さ
れ
、
英
語
授
業

や
教
材
作
成
な
ど
、
語
学
に
関
わ

る
授
業
全
般
を
補
助
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
授
業
は
２
カ
月
遅
れ
と

な
り
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
対
策

を
徹
底
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
人
材
確
保
に

つ
い
て
は
早
め
に
派
遣
事
業
者
と

準
備
行
為
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り

良
い
人
材
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
附
申
込

み
を
し
て
い
た
だ
く
際
に
寄
附
者

が
寄
附
金
の
使
途
を
指
定
し
ま

す
。
町
は
、
翌
年
度
そ
の
意
向
に

沿
う
よ
う
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
下
麻
生
地
区
に
お
い
て

モ
デ
ル
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
施

設
管
理
等
の
幾
つ
か
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
地
域
か
ら
要

望
等
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

な
ど
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

不
明
流
入
水
に
は
、
次
の
３
つ

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
①
一
定
の
水

位
に
あ
る
地
下
水
が
入
る
場
合 

②
雨
天
時
の
地
下
水
位
上
昇
に
伴

い
管
路
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
継
ぎ
手

か
ら
入
る
場
合 

③
雨
が
降
っ
た

時
に
地
表（
汚
水
桝
）か
ら
入
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
特
に
７
月
の
降
雨
に

よ
る
地
表
か
ら
の
流
入
水
が
一
番

大
き
い
と
推
測
し
ま
す
。

一
般
家
庭
な
ど
の
公
共
汚
水
枡

の
蓋
が
破
損
し
て
い
な
い
か
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
ほ
か
、
各
ご

家
庭
で
蓋
が
破
損
し
て
い
な
い
か

確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
広
報
誌

な
ど
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

A

AA

A

令
和
２
年
度
川
辺
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

川
辺
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

ＡＬＴによる授業の様子

正常な汚水桝

破損した汚水桝

英
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

派
遣
業
務
の
概
要
と
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
影
響
、
ま
た
来
年
度
の

人
材
確
保
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
川
辺
町

第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
５

つ
の
方
針
に
基
づ
き
、
寄
附
者

の
意
向
に
沿
っ
て
、
各
種
事
業

に
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
反
映
さ
れ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

Q
下
麻
生
地
区
で
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
他
の
地
区
に
お
い
て
も

整
備
す
る
計
画
が
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

Q

下
水
道
管
へ
の
不
明
流
入
水

に
よ
り
、
流
域
下
水
道
維
持
管

理
負
担
金
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、原
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q

総 務 委 員 会 審 査
12月定例会に上程された10件の議案は総務委員会に付託され、12月4日から2日間の

日程で審査が行われました。
委員会に付託された議案について、各課から説明を受け、質疑応答・必要書類の提出

を求め審査を進めました。
審査に当たっては、延べ29件余りの質疑応答が行われ、12月7日に討論・採決を行っ

た結果、審査に付された全ての議案について、全会一致で可決すべきものと決定しました。
審査における主な質疑応答は次のとおりです。
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議案ピックアップ

臨時会で審議された案件の中
から、条例案件1件、各会計補
正予算、定例会で審議された
案件の中から、条例案件2件、
各会計補正予算をピックアッ
プして詳しく説明します。

案
議

川辺町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
令和2年人事院勧告に伴い、職員・議会議員・町長・教育長の期末手当を年間0.05月分を引下げるため、

各条例を改正しました。

・川辺町職員の給与に関する条例　・川辺町議会議員の議員報酬及び期末手当に関する条例
・川辺町長等の給与に関する条例

　　　　�川辺町議会議員及び川辺町長の選挙における選挙運動の�������
公費負担に関する条例の制定�

公職選挙法の一部を改正する法律の施行に伴い、川辺町議会議員及び川辺町長の選挙における選挙公営
の拡大について、新たに条例を制定しました。

1.町議会議員選挙及び町長選挙に係る次の事項につき、条例により
　選挙公営（公費負担）の対象とすることにしました。
　（1）選挙運動用自動車の使用
　（2）選挙運動用ビラの作成
　（3）選挙運動用ポスターの作成
2.町議会議員選挙におけるビラ頒布の解禁（上限枚数1,600枚）
3.町議会議員選挙における供託金制度の導入（15万円）

条例案件PICK UP1

条例案件PICK UP1

第2回臨時会

第4回定例会

一般会計補正予算（第4号）の内容

◆歳出
・人件費（▲194万9千円）
・介護保険特別会計操出金（▲6千円）
・下水道事業補助金（▲8万5千円）
◆歳入

・財政調整基金繰入金（▲204万円）

一般会計では、人事院勧告に伴う人件費の減額補正等が行われました。

各会計補正予算PICK UP2

【その他特別会計補正状況】
会 計 名 補 正 額  

介 護 保 険 ▲3万円
水 道 事 業 ▲4万2千円 
下 水 道 事 業 ▲8万5千円

１
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議案ピックアップ

川辺町と美濃加茂市との定住自立圏の形成に関する協定を変更する
ことについて�

美濃加茂市と締結している定住自立圏の形成に
関する協定の全部を変更することについて、全会
一致で可決しました。

　　　　�地方税法の一部改正に伴う延滞金の割合等の特例に係る������
関係条例の整備に関する条例

地方税法の改正に伴う「特例基準割合」の見直しによる用語の変更のため、次の町条例について所要の改
正をしました。

・川辺町督促手数料及び延滞金徴収条例
・川辺町後期高齢者医療に関する条例
・川辺町国民健康保険高額医療費資金貸付条例
・川辺町介護保険条例
・川辺町法定外公共物の管理条例
・川辺町町営住宅管理条例
・川辺町公共下水道事業受益者負担に関する条例

その他PICK UP3

一般会計補正予算（第5号）の内容

◆歳出
・ふるさと川辺応援事業費（3,980万6千円）
・まちづくり基金積立金（8,000万円）
・障害者総合支援等事業費（963万2千円）
・下水道事業補助金（1,186万6千円）
・町営住宅施設修繕料（150万円）
・教科書改訂指定教材購入（236万2千円）

◆歳入
・普通交付税（6,161万7千円）（国）
・ふるさと川辺応援寄附金（8,000万円）
・財政調整基金繰入金（▲1,766万7千円）
・まちづくり基金繰入金（1,429万9千円）
・いきがい基金繰入金（▲1,992万円）
・環境整備基金繰入金（▲1,400万円）
・繰越金（2,946万6千円）

一般会計では、追加の財政需要に対する予算の補正が行われました。

各会計補正予算PICK UP2

【その他特別会計補正状況】

会 計 名 補 正 額  
後 期 高 齢 者 医 療 206万8千円
介  護  保  険 425万3千円
水 道 事 業 154万8千円
下 水 道 事 業 1,186万6千円

2
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審議結果一覧

こんなことが決まりました。
令和２年第2回臨時会審議結果

件　　　　名 採決状況
（賛成：反対） 結果

専決処分の報告について《和解及び損害賠償の額の決定》 報告のみ

専決処分について承認を求める件
《令和２度川辺町水道事業会計補正予算(専決第２号)》 賛成 8：反対 0 承認

川辺町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町一般会計補正予算（第４号） 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町介護保険特別会計補正予算（第３号） 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町水道事業会計補正予算（第３号） 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町下水道事業会計補正予算（第３号） 賛成 8：反対 0 可決

件　　　　名 採決状況
（賛成：反対） 結果

川辺町と美濃加茂市との定住自立圏の形成に関する協定を
変更することについて 賛成 8：反対 0 可決

川辺町議会議員及び川辺町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の制定 賛成 8：反対 0 可決

地方税法の一部改正に伴う延滞金の割合等の特例に係る関係条例の
整備に関する条例 賛成 8：反対 0 可決

川辺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 賛成 8：反対 0 可決

川辺町選挙公報の発行に関する条例の一部を改正する条例 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町一般会計補正予算(第５号） 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町介護保険特別会計補正予算(第４号） 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町水道事業会計補正予算(第４号） 賛成 8：反対 0 可決

令和２年度川辺町下水道事業会計補正予算(第４号） 賛成 8：反対 0 可決

国土強靭化対策の推進を求める意見書 賛成 8：反対 0 可決

令和2年第4回定例会審議結果
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意見書

定例会最終日に意見書が提出され、
採決の結果、全会一致で可決されました。

国土強靭化対策の推進を求める意見書意見書

近年の気象状況は、過去に経験のない想定外の降雨を観測するなど、全国各地で甚大な被害を
もたらしている。令和２年７月の梅雨前線豪雨も想定外の降雨となり、県内でも甚大な被害とな
った。

当地域においても、美濃と飛騨をつなぎ社会経済活動を支える国道４１号線で、道路決壊や国
道と並行する一級河川飛騨川の増水による冠水などで、地域住民の生活や経済活動等に多大な影
響をもたらし、安全･安心な道路の重要性を再認識したところである。

このような中、災害時に人命・経済・暮らしを守り支える重要なインフラの機能を維持できる
よう、本町では県や近隣市町村と協力し、国の「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」
を活用した基盤の強靭化に取り組んでいるところである。

しかし、気象変動の影響等により、激甚化・頻発化する自然災害に対する抜本的な対策を、３か年
間で完了させることは到底不可能である。

安全・安心な道路は、私たちの日常生
活を支える重要な基盤施設であり、また、
高齢化の進む地方にとっては、社会資本
整備がすべての社会経済活動を支えてい
る現状である。

よって、国においては、こうした地方
の実情を十分認識し、防災・減災対策を
強力かつ着実に推進するため、下記の措
置を講じるよう強く求める。

記

１ 「防災･減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」の継続と十分な予算を確保すること。
　 また、補助対象事業の拡充を図ること。

２ 地方が「国土強靭化地域計画」に基づく事業を着実に実施することができるよう、新たな
　 財源を創設するなどして、必要な公共事業予算を十分確保するとともに、その配分に当た
　 っては、社会資本整備が遅れている地方に影響が生じないよう十分配慮すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和２年１２月１６日
岐阜県川辺町議会

提出先： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、国土交通大臣
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定例会一般質問

一　般　質　問今 聞 き た い
こ ん な こ と

質問番号 議員名 内　　容

1
井
い

戸
ど

  三
み

兼
かね

 議員

事業者への新型コロナ感染症防止対策補助について

2 町長の進退について

3 佐
さ

伯
えき

  雄
ゆう

幸
こう

 議員 男性不妊治療費と不育症の助成について

4 市
いち

原
はら

  敬
たか

夫
お

 議員 業務改善の取り組みについて

5 古
ふるかわ

川  政
まさひさ

久 議員 令和３年度予算編成方針等について

4人の議員が質問、10人が傍聴しました。※質問順に掲載質問事項一覧

皆さんの生活に関わる大切な内容について、町議会議員が町政に関わる全てのこと
を問いただし、執行部の公式見解を引き出すことができる機会であり、住民からの
重大な関心と期待をもたれる議員活動の１つです。 

※「議会だより」では、一般質問と答弁を要約してあります。 全文は、町ＨＰをご覧ください。  
https://www.kawabe-gifu.jp/

11
月
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
患
者
数
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
、

岐
阜
県
で
は
、
11
月
25
日
に「
第
３

波
拡
大
阻
止
」の
た
め
に
緊
急
対
策

が
取
ら
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に「
川
辺
お

う
ち
ご
は
ん
券
」「
か
わ
べ
応
援
商
品

券
」「
雇
用
調
整
助
成
金
等
申
請
代
行

補
助
金
」「
事
業
継
続
追
い
風
助
成

金
」等
の
事
業
を
実
施
し
、
あ
る
程

度
の
効
果
を
上
げ
て
き
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
第
３
波
の
全
国
的

な
猛
威
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
判
断

に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
中
小
・

零
細
企
業
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

中
小
・
零
細
企
業
に
対
し
、
新
た

に
対
策
補
助
金
を
交
付
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

QA　
全
国
的
に
感
染
が
拡
大
し
、
第
３

波
到
来
の
認
識
も
示
さ
れ
る
な
ど
、

い
ま
だ
コ
ロ
ナ
収
束
の
兆
し
も
見
え

ず
、
事
業
者
に
お
い
て
は
長
期
化
に

伴
う
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

中
小
・
零
細
企
業
に
対
す
る
新
た
な

支
援
対
策
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
の
拡
大
状
況
、
事

業
者
へ
の
影
響
、
求
め
ら
れ
て
い
る
支

援
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
、
具
体
的
な
支
援
策
は
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
常
に
国
・
県
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
商
工
会
と
も
連

携
し
、
そ
の
う
え
で
事
業
者
の
切
実
な

状
況
に
寄
り
添
っ
た
効
果
的
な
支
援
策

を
積
極
的
か
つ
迅
速
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
態
を
把
握
し
、迅
速
に
対
応
す
る

中
小
・
零
細
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

1一般質問

産
業
環
境
課
長

井
戸 

三
兼
議員

「一般質問」とは？?
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定例会一般質問

　

平
成
29
年
４
月
に
行
わ
れ
た
町
長

選
に
お
い
て
、
５
回
目
の
当
選
を
果

た
さ
れ
て
か
ら
、
４
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
残
り
の
任
期
の
間
に
、
何
を
重
点

に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

②
来
年
度
、
町
長
選
を
控
え
て
い
る

が
、
ご
自
身
の
進
退
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
お
考
え
か
。

　

再
出
馬
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
際
の
重
点
施
策
と
川
辺
町

の
具
体
的
将
来
展
望
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

日
本
で
は
、
実
に
５
・
５
組
に
１

組
の
ご
夫
婦
が
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
に
よ
れ
ば
、
不
妊
治
療
の
原
因

は
、
女
性
側
だ
け
で
な
く
、
約
半
数

は
男
性
側
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
女
性
向
け
不
妊
治
療
支
援
が
、

川
辺
町
に
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
男
性
に
も
広
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
は
す
る
も
の
の
お
腹

の
な
か
で
胎
児
が
育
た
ず
、
流
産
や

死
産
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う「
不
育

症
」で
、
授
か
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
亡

く
し
て
し
ま
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
こ
の「
不
育
症
」の
治
療
に
し

て
も
、
費
用
が
多
額
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。「
不
妊
治
療
」「
不
育
症
」

に
対
す
る
町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

①
第
一
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

す
。
経
済
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

お
ら
れ
る
中
小
企
業
や
労
働
者
支

援
、
経
済
活
性
化
の
た
め
の
施
策
の

展
開
、
学
生
や
児
童
生
徒
へ
の
支
援

な
ど
、
必
要
な
施
策
を
適
時
的
確
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

第
二
に
防
災
減
災
対
策
で
す
。

地
域
防
災
計
画
を
見
直
す
と
と
も

に
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
作
成

を
急
ぎ
ま
す
。

　

男
性
不
妊
治
療
は
、
岐
阜
県
が
助

成
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
川
辺
町

の
方
で
も
こ
れ
を
受
け
ら
れ
る
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

県
内
で
は
15
市
町
村
が
支
援
を
実
施

ま
だ
決
意
が
固
ま
っ
て
い
な
い

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

町
長
選
へ
の
再
出
馬
に
つ
い
て

不
妊
治
療
に
町
の
支
援
拡
充
を

2一般質問

3一般質問

町 

長

健
康
福
祉
課
長

井
戸 

三
兼
議員

佐
伯 

雄
幸
議員

Q

Q

A

A

し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
の
申
請
数

は
、
県
が
14
件
、
市
が
９
件
、
町
村
は

０
件
で
し
た
。

　

菅
首
相
は
、
２
０
２
２
年
ま
で
に
、

男
女
と
も
に
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
を

目
指
し
て
お
り
、
保
険
適
用
が
実
現
す

る
ま
で
の
間
、
助
成
事
業
を
大
幅
に
増

額
す
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
育
症
の
助
成
事
業
は
岐
阜

県
に
は
な
く
、
県
内
３
市
町
村
が
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
の

申
請
数
は
市
で
２
件
、
町
村
は
０
件
で

し
た
。
本
年
、
国
の
不
育
症
に
関
す
る

作
業
チ
ー
ム
が
、
検
査
や
治
療
の
保
険

適
用
範
囲
拡
大
を
柱
と
す
る
支
援
策
を

ま
と
め
、
来
年
度
新
た
な
助
成
制
度
を

創
設
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
当
町
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
子
育
て
・
教
育
で
す
。
懸
案

の
小
学
校
統
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

２
０
３
０
年
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
、
住
民

へ
の
周
知
・
基
金
の
構
築
・
小
中
一
貫

校
の
理
念
の
確
立
・
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
立
案
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
待
ち

構
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
諸
氏
、
町
民
の
皆
様
の
叡
知
を

結
集
し
、
川
辺
町
の
大
切
な
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
砦
を
築
く
べ
く

丹
念
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
四
に
移
住
・
定
住
で
す
。
人
口
減

少
が
止
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。
こ
う
い

っ
た
中
で
空
家
改
修
補
助
金
・
定
住
促

進
助
成
金
を
交
付
し
、
移
住
定
住
人
口

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

②
川
辺
町
が
抱
え
て
い
る
緊
急
か
つ
重

要
な
事
業
が
あ
り
、
現
在
は
そ
れ
ら
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
５
月
19
日
ま
で
が
私
の
任
期
で

あ
り
ま
す
が
、
現
在
考
え
が
ま
と
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
決
意
が
固
ま
り
、
心

の
準
備
が
で
き
ま
し
た
ら
お
伝
え
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。
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定例会一般質問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
国
も
地
方
も
税
収
が
大
き
く

減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
令
和

３
年
度
は
大
変
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

現
状
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
各
事
業
を
実
施
す

る
に
は
、
経
費
削
減
に
つ
な
が
る
思

い
切
っ
た
業
務
改
善
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
歳
入
が
減
れ
ば
歳
出
を
抑
制
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
業
務
を

取
捨
選
択
し
、
必
要
な
業
務
だ
け
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
費
削

減
の
み
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
負
担

を
減
ら
し
、
や
り
甲
斐
を
生
む
元
と

も
な
り
ま
す
が
、
ト
ッ
プ
と
し
て
町

長
の
取
り
組
み
姿
勢
を
伺
い
た
い
。

②
第
６
次
行
政
改
革
で
業
務
改
善
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
強
力
に

進
め
る
た
め
、
庁
内
に
業
務
改
善
に

特
化
し
た
チ
ー
ム
を
作
り
、
大
所
高

所
か
ら
改
革
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

川
辺
町
第
５
次
総
合
計
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
た
「
実
施
計
画
」
を
た
た
き

台
に
、
現
在
、
令
和
３
年
度
予
算
編

成
が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
予
算
編
成
過
程
の
工
程
表
を
示
さ

れ
た
い
。

②
ど
の
よ
う
な
予
算
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
予
算
編
成
を
さ
れ
る
か
。

③
令
和
２
年
度
決
算
見
込
み
と
の
調

整
を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
か
。

④
実
施
計
画
に
上
が
っ
て
い
る
事
業

は
、
予
定
ど
お
り
予
算
に
計
上
し
て

い
る
か
。

⑤
令
和
３
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

何
か
。

⑥
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を
、
ど
の
よ
う

に
予
算
に
意
識
し
た
か
。

①
不
断
の
業
務
改
善
は
、
公
務
員
で

あ
れ
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
現
状
を

よ
り
良
い
方
向
に
改
善
し
て
い
く
た

め
に
は
、
現
場
の
担
当
者
が
、
知
恵

を
出
し
合
い
解
決
策
を
考
え
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
が
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
役
場
全
体
・
職
員
全
体
で
ム

ダ
を
排
除
し
、
作
業
効
率
を
上
げ
、

チ
ー
ム
の
一
体
感
に
よ
っ
て
、
業
務

改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

職
員
が
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
し
な
が
ら
、
『
町
民
の
皆
様
の

た
め
』
と
意
識
付
け
、
明
る
く
開
か

れ
た
役
場
を
目
指
し
ま
す
。

②
現
在
、
既
に
実
施
し
て
い
る
「
改

善
提
案
箱
」
の
機
能
を
ア
ッ
プ
す
る

た
め
、
町
長
は
じ
め
職
員
全
員
に
月

１
つ
の
改
善
案
を
提
出
さ
せ
る
よ
う

に
変
更
し
ま
す
。
そ
の
改
善
策
を
審

査
委
員
会
で
審
査
・
決
定
し
、
実
際

の
業
務
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
行
の
第
６
次
行
政
改
革
に
加

え
、
職
員
全
員
で
業
務
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
10
月
下
旬
に
は
「
当
初
予
算
編
成

方
針
」
を
策
定
し
各
課
に
通
知
し
、

各
課
か
ら
11
月
の
予
算
要
求
期
限
ま

で
に
総
務
課
へ
提
出
し
12
月
下
旬
か

ら
参
事
、
総
務
課
長
の
査
定
を
行

い
、
年
明
け
１
月
中
旬
か
ら
町
長
査

定
を
行
い
ま
す
。

全
職
員
で
業
務
改
善
に
取
り
組
む

第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
予
算
を
編
成

経
費
削
減
に
つ
な
が
る
業
務
改
善
を

予
算
編
成
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か

4一般質問

5一般質問

町 

長

総
務
課
長

市
原 

敬
夫
議員

古
川 

政
久
議員

Q

Q

A

A

②
町
の
最
上
位
の
計
画
で
あ
る
「
第
５

次
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
、
諸
施
策
の

実
施
を
念
頭
に
予
算
要
求
を
行
う
こ
と

を
基
本
と
し
、
国
・
県
の
予
算
編
成
の

動
向
に
も
注
視
し
て
い
ま
す
。

③
当
初
予
算
査
定
時
に
、
適
時
、
令
和

２
年
度
の
執
行
状
況
、
決
算
見
込
み
、

令
和
元
年
度
決
算
額
を
参
照
し
活
用
し

て
い
ま
す
。

④
実
施
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
事
業

は
で
き
る
だ
け
反
映
し
て
い
ま
す
。

⑤
「
第
５
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
諸

事
業
の
推
進
を
重
要
施
策
と
し
て
、
引

き
続
き
「
子
育
て
・
教
育
」
「
防
災
・
減

災
」
「
移
住
・
定
住
」
の
関
連
施
策
や
、

新
た
な
課
題
で
あ
る
「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑥
翌
年
度
も
、
多
方
面
に
お
い
て
影
響

を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
主
要
財

源
で
あ
る
町
税
や
地
方
交
付
税
等
も
減

収
・
減
額
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
な
る
歳

出
予
算
の
精
査
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

ま
す
。
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お 知 ら せ

川辺町議会では、議会の開催に向けて、議場内等での新型コロナウイルス感染症予防のため
に対策を行っています。

6月定例会から検温・手指消毒やマスクの着用。第2回臨時会からは飛沫防止のため、議場・
委員会室にアクリル板を設置。第4回定例会からは適宜休憩を取り議場の扉を開けて換気を行
いました。また、議員席・傍聴席は隣り合う席を空けることで「密閉、密集、密接」の3密を
防ぎ、新型コロナウイルス感染の拡大防止に努めています。

議場・委員会室で新型コロナウイルス
感染症予防対策を実施

（※日程は都合により変更となることがあります）

一般質問の様子をＣＣネットで放映しています。放
映予定日は、定例会最終日以降の土曜日と日曜日です。 
具体的な日程等は、ケーブルテレビの地域情報番組で
案内されます。皆さん是非ご覧ください。

議会を動画で見よう

新型コロナ感染防止対策のため、本会議・委員会の
傍聴の際はマスクの着用と手指の消毒をお願いしてい
ます。また、傍聴希望者が多数の場合は、入場制限を
させていただく場合がありますのでご了承ください。

議会を傍聴しよう

次 回 第1回定例会の予定
３月４日 定例会（初日）
 ５日 総務委員会
 ８日 総務委員会
 ９日 総務委員会
 1０日 総務委員会
 1１日 総務委員会  
 1８日 定例会（最終日）
  一般質問

議会が法的に活動を行う期間（開会日から閉会日まで）のことをいい、
本会議初日の冒頭に議決により決定します。なお、議案などの審議が会
期中に終わらない場合などは、議決によって会期を延長すること（会期
延長）もできます。

町の公益に関することについて、国の関係省
庁などに対し、議会の意志をまとめて提出する
文書のことをいいます。意見書は、議員が発案
して本会議に諮り、審議の結果、議決された場
合に議長名で関係機関などに提出します。

「会期」ってなに？

「意見書」ってなに？

議
会

ま

め
知

識
意見書

議場机・委員会机に飛沫感染防止アクリル板を設置
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編
集
後
記

議 会 日 誌 令 和 2 年 1 1 月 〜 3 年 1 月

11月 12月 1 月

議会だより・議会全般に対するご意見やご感想がございましたら、ＦＡＸ、メールにてお寄せください。
FAX ：0574-53-2374　　メールアドレス：gikai@kawabe-gifu.jp

昨
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
第
３
波
の
影
響
も
あ
り
、
町

民
の
皆
様
の
生
活
様
式
も
大
き
く
変

化
し
、
今
後
の
見
通
し
も
極
め
て
不

透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

議
会
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指

の
消
毒
、
議
場
・
委
員
会
室
で
は
机

上
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
飛
沫
防

止
に
努
め
、
適
宜
、
換
気
を
行
う
な

ど
緊
張
感
あ
る
定
例
会
と
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
一
日
も
早
い
収
束
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

第
２
回
臨
時
会
・
第
４
回
定
例
会

で
は
、
令
和
２
年
度
の
各
会
計
補
正

予
算
案
件
を
は
じ
め
、
条
例
案
件
な

ど
に
つ
い
て
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
皆
様
と
議
会
を
つ
な
ぐ
架

け
橋
を
目
指
し
て
、
編
集
委
員
一
同

親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
政
や
町
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
一
助
に
な
れ
ば
こ
ん
な
に

嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。T

・
Ｓ

～
今
後
も
親
し
み
や
す
い
紙
面

　
　

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
～

２日 議会行政連絡会議

４日 地方自治連絡協議会

５日 川辺町防災会議

６日 議会行政連絡会議

17 日 可茂町村議会第 2 回
議長会

19 日 まち・ひと・しごと
創生審議会

20 日 第 3 回国民健康保険
運営協議会

24 日 議会運営委員会・
議会行政連絡会議

26 日 第 1 回川辺町国土強靱化
地域計画有識者会議

30 日 第 2 回臨時会

２日 県町村議会議長会
臨時総会及び
第 3 回評議員会

４日 定例会（初日）・
総務委員会

７日 総務委員会

11 日 川辺町介護保険事業
計画等策定委員会

13 日 国道 41 号上麻生
防災起工式典

16 日 定例会 ( 最終日 )

21 日 川辺町環境ポスター
コンクール表彰式

23 日 可茂地域一部事務組合
第 2 回定例会

25 日 議会報編集委員会

４日 消防出初式

12 日 議会報編集委員会

20 日 議会報編集委員会


